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営農集団における野菜生産と出荷体制の評価
オホツク網走農協を対象として
菊 地 哲 夫*
平成 +2年 +,月 +日受付平成 +3年 -月 +/日受理
要約 : 本稿の目的は 営農集団における野菜の生産と出荷体制の特徴及びその評価を考察することである
事例として オホツク網走農協の営農集団を取り上げた 野菜の生産出荷状況を整理したうえで 出荷
市場における卸売価格を対象に価格の分析を行ない 出荷体制を検討した 卸売価格の分析手法として 判
別分析 判別予測 を用いた 網走市の野菜生産の特徴は 畑作の営農集団方式をそのまま野菜作にも踏襲
している点であるすなわち集団単位で機械類の共同所有共同利用によるコストの削減を実現している
また 播種の時期施肥農薬散布等計画的な生産体制がとられている 一方 営農集団による出荷体制の
特徴としては 出荷市場別に計画的な出荷がなされている 判別分析ではこれまで出荷していない中央卸売




キワド : 営農集団 判別分析 野菜生産 出荷体制
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+ は じ め に
北海道の道東地域に位置する網走は 十勝とならんで北
海道を代表する大規模畑作地帯である かつて網走市には
.つの農協が存在したが +33+年 3月に -つの農協が合併
してオホツク網走農協が誕生した さらに +333年 2月
に網走市農協と合併が行われ現在のオホツク網走農協と
なった 網走市の農家 +戸当たりの耕地面積は --.+ha, こ





+月現在 集団数は -1集団 .*/戸 からなる
生産組織を基軸とした効率的な網走の営農集団方式は
以前より注目され研究対象となってきた 代表的なものと
して 堀内+ +321 矢崎, +33* 新沼- +33+ 井










あり +33*年代以降価格 行政価格 は低迷している 畑
作 -品下での規模拡大も限界に達しており 第 . 第 /の
作物が切望されていた 同様な畑作地帯である十勝におい

















網走産野菜の出荷市場は 関東 東京都 船橋市 中部
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た結果 だいこん ごぼう ながいも等の根菜類が選択さ
れた これらの作物は十勝と同様に土地利用型野菜であ











豆類の作付面積はてんさいの +割程度 -0*ha となって
いる
野菜の作付面積は +331年より .** ha前後で推移し
生産額は同年に +*億円台に達し順調な伸びを示してきた
しかし ,**.年度は特に夏期 高温 旱魃により主要野菜
の品質低下が著しく生産額は大きく減少した 一方 畑作
-品は夏期の高温化でも生育には問題なく ,**-年度以降





り粗収入に占める割合は ,*前後 ,**/年 となってお
り 重要な位置づけがなされていることが分かる
網走市における野菜産地の指定 野菜指定産地 は 秋





















しょ デンプン原料用 麦 秋蒔小麦ビル大麦 の -
品目にしぼられた
営農集団方式の有利性として 新沼は次の点を挙げてい
る 第 +に 機械施設を共同所有利用することによるこ
れらのコストを削減できる 第 ,に 営農集団方式により
機械費をさらに節減する可能性がある 第 -に 生産費の
なかで肥料 農薬の共同購入 共同利用によって変動費を












営農集団において 野菜の生産は原則として +集団 +品
目としている それは 農家労働力の問題もあるが 同一
品目の場合 使用する機械類も同一使用ができ効率的であ
るからである
だいこんの生産は 0集団 第 +集団 第 1集団 第 ,*集
団 第 ,+集団 第 ,/集団 第 ,1集団 で ごぼうは .集
団 第 ,1集団 第 ,2集団 第 ,3集団 第 -+集団 なが
いもは -集団 第 ,+集団 第 ,,集団 第 ,-集団 で そ
れぞれ畑作 -品と根菜類野菜 単品 が選択され生産され





表 ,は 第 ,*営農集団の作物別作付け面積を示したも
のである だいこんの生産は 現在網走市内の 0集団で行
われているが その中でも第 ,*集団 農家戸数 3戸 は
中心的存在となっている集団である +戸当たりの作付面
積は てんさい 2.2ha, ばれいしょが 1./ha, 小麦 秋播小
麦ビル麦 が 2.*haとなっている これに対して だ








だいこんの播種は 例年 /月 +*日頃から 2月上旬にか
けて行われ 収穫作業は約 ,ケ月後 /,/2日 の 1月上
旬から +*月上旬にかけて計画的に実施されている
表 -は だいこんの播種計画を示したものである/ 期
間中継続的に出荷するため 各集団で +回当たりの播種面
積収穫面積が決められる第 ,*集団の場合だいこんの







a当たり年 ,回 0月と ++月 -.,+**円を徴収0している




結されている その協定書の内容は 栽培技術 種子














現在ごぼうは 網走市内の .集団 第 ,1集団 第 ,2集




る 第 -+利用組合は 第 -+利用組合 第 -+集団の +*戸
と第 -,利用組合の -戸および +戸の個人を含めた計 +.戸
からなる
ばれいしょの作付け面積は 個人によりやや開きがある
が 2.-ha++ha てんさいや麦類は平準化している +
戸当り作付面積が -2 haと市内でも有数の大規模経営利用
組合といえる また 第 ,*集団と同じように 集団内での
平準化を進めているために +戸当り作付面積に大きな差
はない ごぼうは +戸当たり作付面積基準を +./haとして
いるこの面積を .回 +回当たり -2 aに分け播種および
収穫するように計画されている
基本的な輪作体系としては 秋まき小麦てんさいば
れいしょ秋まき小麦 ないしはビル麦 の順で 麦な
いしは てんさいの後に ごぼうを生産している 連作障
害を防止するために 同一圃場での ごぼうの連作は ,年





る 第 -+集団の場合 各作業の +* a当たり機械利用料金
は ごぼう播種作業,3,***円 ごぼうの収穫直前に行う
葉切り作業0,***円 ごぼうの収穫作業+*,***円と
なっている したがって ごぼうの +* a当たりの機械利用
料金合計は ./,***円となる 徴収した金額に剰余が生じ
表 - 共計だいこん播種計画表 ,**/年度




れ収穫は .ケ月後の 3月から +*月にかけてとなる収穫
されたごぼうは一時集荷場に保管され選果の後 +,月中
旬にかけて各市場に出荷される 表 /は ごぼうの出荷割
当てを示したものである +週間単位で各集団各農家に
おける具体的な収穫日処理日 選別 が割り当てられて
いる 表中の予定コンテナ数 +コンテナ当たり 0**1**
kg は 収穫予定日に集荷場に集められるごぼうで 一定
量が集荷場で一時保管され +日当たり ,,-*コンテナが
選別される ダンボル +*kg に箱詰めされた ごぼう










ツクだいこん 白肌ごぼう ながいも は定着してきたと
考えられる











出荷期間は だいこんが夏秋期 1月+*月 ごぼうが
秋冬期 3月+,月 で共に年内である ながいもは ++月
から翌年 ,月までと冬期の出荷となっている なお 以下
の分析に用いるのは JA網走の出荷先デタであり また
対象年度は ,**/年度である
,**/年は 夏期 12月 が高温となり だいこんは成
長が早まり極太 LL規格が増え市場価格は振るわず低
下した また ごぼうは成長期に大量の雨のため畑が陥没
し 規格外品 曲がりごぼうや短いもの が多く 同様に
表 0 出荷卸売会社の出荷数量と価額 ,**/年度




市場 A社 にも出荷されているが いずれも数量は少な
い3






により異なる すなわち気温が高い 3月から +*月までの
期間が保冷トレラ ,* t 気温が下がり冷涼になる ++
月以降は JRコンテナで各出荷市場へ輸送される 各卸
売市場までの輸送費は 毎年春にオホツク網走農協と輸
送会社 トレラ JR コンテナ との間で契約され
る
調査期間 ,**/年 での輸送費 段ボル +箱+*kg
当り は 次のようになっている
+ トレラ 3+*月
だいこん : 札幌1*円 関東+2*円
名古屋,+*円 大阪,,*円
ご ぼ う : 関東+.*円 名古屋+0*円
大阪+1*円
, JRコンテナ ++月以降
ながいも : 札幌2*円 関東+//円
名古屋+00円 大阪+1/円
ご ぼ う : 関東+,/円 名古屋+-/円
大阪+./円
- 輸送日数および輸送ルト
a トレラ : 関東名古屋まで -日目売り 大阪
.日目売り
b フェリ : 関東釧路	日立 ほくれん丸
名古屋 関西方面 : 苫小牧	敦賀また
は小樽	舞鶴









分析を用いる 判別分析は 所与のデタ 外的基準 を
















Pajt : 当該品目を共販組織 aが t期第 j市場に出
荷した際の卸売価格
Qaijt : 当該品目を共販組織 aが t期 i月 第 j市場
に出荷した際の出荷数量
Daijt : 当該品目を共販組織 aの集荷施設から t期
i月 第 j市場までの輸送手段別距離++












a, b, g, d : パラメタ
上記を基本式として 各当該品目について計測を行っ
た 説明力を高めるために 必要に応じ変数を加えて計測









Qaijt : 出荷数量 Qaijt の平方根







ある t値がやや低い /に満たない パラメタもある











,**/年度 とした なお 判別関数式に実際に使用した
各卸売会社の各説明変数 出荷数量 距離 輸送費等 を
代入し実際値 卸売価格との比較を行った 正判別率





















卸売市場本場 F社 が第 +位 第 ,位が大阪府中央卸売

















































+ 矢崎俊治 , p. +,,
, 新沼 - pp. +1+2参照
- 新沼 - pp. -2-3
. 営農集団に属する農家が必ずしも機械利用組合に加入する
必要はない 集落外の農家も機械利用組合に参加できる
例えば 第 -+機械利用組合の場合 第 -+集団の農家 +*
戸を主体として他集団の農家 .戸も加入して計 +.戸
の農家で組織されている
/ 昨年 ,**/ は /月の連休明けに降雪となり だいこんの
播種が +週間 /月 +1日より ほど遅延した
0 これには機械の燃料代 労賃 さらに収穫での学生のアル
バイト代も含まれる 不足した場合は 追加の徴収を行い




1 大江靖雄 +33, 畑作野菜産地生産者の作付行動と誘因両
立性の条件 農業経済研究 日本農業経済学会 第 0.巻第
+号年 p. +/
2 註 . 参照
3 その要因として 価格差が挙げられる だいこん 23月
の卸売価格は 道外市場出荷平均 32円kgに対し 札幌市
中央卸売市場 A社 では 11円kgである また ながい
も ++月は道外市場が +3.円kgに対し同 A社 では
+01円kgであり いずれも価格差が大きい
+* 具体的な 出荷卸売会社 卸売市場 および出荷数量は表 0
を参照
++ コンテナの利用期間は 冷涼となる ++月からである した
がって だいこん 3月+*月 はトレラのみ フェ







+, だいこんの p値は出荷数量が +.とやや高めであるが 他
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The Evaluation of Vegetable Production and
Shipping System of Group Farming :
A Case Study on the Okhotsk Abashiri Agricultural Cooperative
By
Tetsuo KIKUCHI*
(Received December +, ,**0/Accepted March +/, ,**1)
Summary : The purpose of the present study was to investigate the characteristics of a vegetable
production and shipping system for group farming and evaluate them. A case report on the Okhotsk
Abashiri agricultural cooperative is presented. Based on their arrangements, the shipping system was
examined according to a discriminant analysis (discriminant prediction) of wholesale prices in the
shipping market. The features of vegetable production in Abashiri City were assessed following the
application of a group farming system, which was adopted for vegetable farming in non-paddy ﬁelds.
By sharing possession and use of machineries in a group, a reduction of expenses was accomplished.
Furthermore, sowing period, fertilization, and spraying of pesticides were synchronized in a system-
atic production system. In contrast, the important feature of the shipping system adopted for group
farming was the systematic adaptation of the shipping system to market conditions. In the dis-
criminant analysis, the Central wholesale market, which was not a shipping destination, was analyzed,
and positive results were obtained. The results of the present study suggested that vegetable
production farmers in Abashiri City su$ciently utilized the advantages of a group farming system in
terms of both production and shipping. As economic conditions have become increasingly severe in
vegetable production centers, the group farming system adopted in Abashiri City is a signiﬁcant
action that indicates a future development direction for other production centers and group farming
systems.
Key words : group farming ; discriminant analysis ; vegetable production ; shipping system
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